




























































































題名 人 題名 人





だるまさんが 9 くれよんのくろくん 7





こんとあき 8 ず一っとずっとだいすきだよ 4
はらぺこあおむし 8 しろくまちゃんのほっとけ一き 4
5 くれよんのくろくん 7 こんとあき 4
6
ないたあかおに 6 14ひきのあさごはん 4





いないいないばあ 5 バムとケロのにちようび 3
からすのパンやさん 5 ちよっとだけ 3
きんぎよがにげた 5 スイミーちいさなかしこいさかなのはなし 3
へんしんシリーズ 5 おまえうまそうだな 3




もったいないばあさん 5 バムとケロのおかいもの 2
8
ぐるんぱのようちえん 4 どうぞのいす 2
しろくまちゃんのほっとけ一き 4 っみきのいえ 2
ねずみくんのチヨツキ 4 そらまめくんのベッド 2
ねないこだれだ 4 ぐりとぐらの1ねんかん 2
ママカ«おばけになっちゃった 4 からすのパンやさん 2
りんごかもしれない 4 いつもいっしょに 2

























































































































































































































































































a r t 2「児童文イ_を保育に生かそう」第4章 
「絵本と童話」性駒幸子)。
姓ii )絵本を読んだあとの子どもたちの想像を 
膨らませた遊びや活動までを含めて、絵本の楽し 
みを「読みあう活動」と呼ぶ仲本美央氏の提言も 
ある。『絵本から広がる遊びの世界-扇みあう絵 
本』(これからの保育シリーズ'④、2017年、風鳴 
社)。
<注迅>同様のテキストには、浅木直麹著『絵 
本から学ぶ子どもの文化』(2015年、同文書院)、 
正置友子•大阪保育研究所編『保育のなかの絵本』 
(2015年、かもがわ出脚 などがある。
く注iv) 「入学前学習の取組一国語課題を中心
として一J潘匠明美との共著、2015年、『神 
戸_1学院大学•鯛学^^大学教育実藤 
究紀要』【2013-2014年合併号】)pp37-49にそ 
の実際を報告している。
ピアスーパーバイザーからのコメント
本論文は、今日の保育者養成課程における絵本の扱 
いに関する問題に注目している。書店に溢れる絵本の 
中からどれを選べばよいか、厭が難しい中で、保育 
者として子どもに益する絵本を選ぶことにもっと慎重 
になってもよいのではないかという提言であると思わ 
れる。そこに文学研究の手法を取り入れ、自ら考える 
ことのできる絵本選びを学生に指導することを目指す 
本論文は、多くの教員が共有すべき知見を示している 
と思われる。(担当：岡崎公典)
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